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入間市と東京家政大学との
子育て支援に関わる調査報告書

東京家政大学地域連携推進センター／入間市　シンポジウム　 ミニライブ

青少年の輝く未来に向けて
～未来の主役である子どもたちが元気に育つまちづくり～

第　 部1

2第　　部
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要

東京家政大学子ども学部のスペシャリストである教師陣が登壇。
さらに、山本学長が加わり、調査結果に触れながら、入間市に
ついての住みやすさ・要望等について、また、子どもたちが元
気に育つまちづくりについて、子育て支援、環境等様々な視点か
ら語って頂きます。そして、入間市在住の青少年にも登壇して頂
き、入間市の現状を踏まえて、輝く未来に向けての夢・入間市
への期待等の想いや考えをそれぞれ、熱く語って頂き、将来に
わたっての活力のある元気なまちづくりの可能性、今後のあり方
を探っていきます。

日 時 平成30年11月24日㈯

400名
11月19日㈪

14：00～17：00（開場13：30）
※11月24日は「家族の週間」にあたります。

定 員

申込締切《必着》

入場無料・事前申込要

会 場 入間市産業文化センターホール

◆対象／入間市在住・在勤・在学の方、東京家政大学学園関係者他
◆託児／ 1歳～未就学児の保育あり（無料）申込先着順5名
※保育を希望される方は、11月19日㈪までに、入間市こども支援課へ
お申込みください。

◆手話通訳・要約筆記・ヒアリングループあり
※入間市こども支援課へお問い合わせください。

★入間市在住の
　青少年

●中学生　2名
●高校生　1名
●大学生　1名

東京家政大学子ども学部長
子ども学部教授

大澤　力

東京家政大学・
東京家政大学短期大学部学長
地域連携推進センター所長

山本　和人

東京家政大学
子ども学部准教授

保坂　遊

東京家政大学
子ども学部准教授
野口　隆子

入間市産業文化センター

駐車場は台数に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
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杉山勝彦氏作詞作曲の入間の
子どもたちへの応援歌を初披露!!TANEBIミニライブ

シンポジウム

た　　　ね　　　び

東京家政大学地域連携推進センターで
は、平成28年度の調査研究事業の一環
として、地域社会における課題解決に向
け、入間市（こども支援課）と共同研究
プロジェクトを立ち上げ、「入間市の青少
年が描く未来と地域社会アンケート調査」
を実施しました。「若者の定住を推進す
る」ことを展開するために必要な青少年
の基礎資料が求められており、この調査
研究により得られた青少年の貴重な「生
の声」は、今後の市政策に向けて、大
いに貢献できることが期待できます。今
回のシンポジウムでは調査結果にも触れ
ながら進めていきます。

シンポジウムミニライブA4 オモテ面 校了A案



大澤　力（おおさわ　つとむ）

玉川大学にて農学と教育学を学び、幼児教育現場で10年間担任や主任を経験。兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科 博士号取得（学
校教育学）。現在、子ども学部長、子ども学部教授。入間市児童福祉審議会委員。論文・著書は、子どもと自然のかかわりや幼児期環境教育。
研究は、ビオトープの保育への活用や自然体験における科学性の芽生えに関すること。
主な著書：「幼児の自然教育論」単著、「心を育てる環境教育シリーズ第1～3巻」編著等。

Profile
山本　和人（やまもと　かずひと）

東京教育大学大学院修士課程教育学研究科社会教育学専修終了（教育学修士）。筑波大学博士課程大学院教育学研究科社会教育学専修博
士課程単位取得後退学。金沢大学・大学教育開放センター助手を経た後に、東京家政大学文学部講師となり、以降、文学部長、図書館
長等を歴任。現在、本学学長・人文学部教授。社会活動は、国立教育政策研究所社会教育実践研究センター講習会講師等。埼玉県社会
教育委員会議委員、議長。埼玉県生涯学習審議会委員、会長。大学設置・学校法人審議会（大学設置分科会）専門委員。日本生涯教育
学会 第13期・第17期会長、入間市教育委員会委員など。主な著書は、実務教育出版『学習要求の理解』『生涯学習の支援』等。

保坂　遊（ほさか　ゆう）

東北福祉大学大学院修了(社会福祉学）。現在、子ども学部准教授。専門分野は美術教育、保育内容表現、臨床美術、彫刻。担当は、子ど
もの造形Ⅰ・Ⅱ、保育内容（表現）。
主な社会活動は、臨床美術学会理事。1級臨床美術士。

野口　隆子（のぐち　たかこ）

立教大学文学部心理学科卒業。立教大学大学院、お茶の水女子大学大学院を経て白梅学園大学大学院子ども学研究科博士課程修了。博士（子
ども学）。現在、子ども学部准教授。専門は保育学、発達心理学。平成26年より日本教材文化研究財団研究協力者（現在に至る）。その他、
子どもの社会的発達と保育の質との関連を探る共同研究の実施、保育者研修講師、園内研修講師などの活動を行っている。
【著書】『保育内容言葉』（共編著、光生館）、『絵本の魅力その編集・実践・研究』（共著、フレーベル館）他。

プロのストリートミュージシャンとして年間200本以上のストリートライブをこなし、
これまで多くのワンマンライブを成功させてきたシンガーソングライターの
上田和寛（写真左）と、乃木坂46「君の名は希望」/「制服のマネキン」/
「サヨナラの意味」 、中島美嘉「一番綺麗な私を」、家入レオ「ずっと、
ふたりで」 など数多くのヒット曲を世に送り出している入間市出身の作詞・
作曲・編曲家の杉山勝彦（写真右）（レコード大賞作曲賞、元気な
入間・生き生き功労賞受賞者）によるフォークデュオ。

歌で子どもたちを応援するミニライブを同時開催！！
杉山勝彦氏が、入間市の子どもたちのために作ってくれた新曲を

入間市中央少年少女合唱団と一緒に披露して頂きます！

入間市こども支援課

東京家政大学
地域連携推進センター

TEL：04-2955-6959／FAX：04-2955-6929 
E-Mail：chiikioubo@tokyo-kasei.ac.jp
〒350-1398　埼玉県狭山市稲荷山2-15-1
（受付時間／平日9：00～17：00　土曜　9：00～12：00）

TEL：04-2964-1111（内線2341）／FAX：04-2965-0232
E-Mail：ir341011@city.iruma.lg.jp
〒358-8511　埼玉県入間市豊岡1-16-1（受付時間／平日8：30～17：15）

★大学では、電話でのお申込みは受け付けておりません。メール・FAX・郵送での申込みとなります。

平成30年11/18は
「家族の日」
11/11～24は

「家族の週間」です。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

下記申込書に必要事項をご記入の上、メール・FAX・郵送・お電話にてお申込みください。
※なお、当日お席に空きがある場合、事前申込がなくてもご入場頂けます。

※本申込書にて頂きました個人情報は、個人情報保護法及び関連法令に基づき適正に管理し、目的以外の利用等は行いません。

シンポジウム・ミニライブ 申込書 ＜東京家政大学地域連携推進センター または 入間市こども支援課宛＞

入間市　（ 在住　　在勤　　在学 ）

家政大学関係者

その他　（ 　　　　　　　　　　 ）

該当する箇所に○を付けてください。
ふりがな

代表者氏名 電話
番号

未成年／成人

ふりがな

同伴者氏名 未成年／成人

＜キリトリ線＞
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